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2026 年３月期通期業績予想の修正及び特別損失の計上 

並びに剰余金の配当（無配）に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年５月 15 日に公表した 2026 年３月期の通期業績予想を下記の通り修正

するとともに特別損失を計上すること並びに剰余金の配当につきまして、下記の通りお知

らせいたします。 

記 

 

１．2026 年３月期通期 連結業績予想数値の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日） 

（１）修正内容 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 361 26 22 15 33.88 

今回修正予想(Ｂ) 345 △1 △1 △18 △40.91 

増減額 (Ｂ－Ａ ) △16 △28 △23 △33  

増 減 率 ( ％ ) △4.7 － － －  

(ご参考)前期実績 
(2025 年３月期) 

357 26 26 19 43.96 

 

（２）修正の理由 



売上高につきましては、前回予想を下回る 345 百万円を見込んでおります。当社グル

ープの属する情報サービス産業においては、システム投資需要は底堅く推移しているも

のの、当社は人材不足等により計画通りの受注ができなかったものであります。 

営業利益及び経常利益については、前回予想を下回り、いずれも△1 百万円を見込ん

でおります。受注減及び人件費の増加等によるものであります。 

親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を下回る△18 百万円を見込んでおりま

す。これは主に、先端技術活用事業において資産価値等を慎重に見直した結果、特別損

失として減損損失 20 百万円を計上することによるものであります。 

 

２．特別損失の計上 

先端技術活用事業において、防災関連商品の実証実験業務を自社で保有する船舶で行っ

ておりますが、事業環境の変化を背景とした受注の減少に伴う収益性の低下により、当初

想定していた業績の達成に遅れが生じる見通しとなりました。これを踏まえ、当該業務の

回収可能性を検討した結果、固定資産の減損損失 20 百万円を特別損失として計上する見

込みとなりました。 

 

3．剰余金の配当に関するお知らせ 

（１）配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2025 年５月 15 日公表） 
前期実績 

（2025 年３月期） 

基 準 日 2026 年３月 31 日 同左 2025 年３月 31 日 

１株当たり配当金 0.00 円 4.00 円 8.50 円 

配 当 金 総 額 －千円 1,790 千円 3,803 千円 

効 力 発 生 日 － － 2025 年６月 24 日 

配 当 原 資 － － 利益剰余金 

 

（２）修正の理由 

当社は、株主の皆様に適正な利益還元を行うことを経営上の重要事項のひとつと考え

ており、当事業年度の配当につきましては期末配当を４円としておりましたが、2026 年

３月期通期の業績を総合的に勘案した結果、期末配当を無配とさせていただきます。 

 

以 上 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであ
り、実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 


